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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
居住系の講師をしています○○です。
平成２７年度、居住系の能力開発セミナーの説明をさせていただきます。
よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
居住系おきましては27年度、36コースを計画しております。
建築関係に従事されている方の中には、様々な技術者が居られます。
当センターでは、木造住宅設計技術者、建築意匠設計技術者、建築構造設計技術者、建築施工管理技術者
がセミナーを活用しやすいよう体系的にコースを分類させていただきました。
36コース中、木造住宅設計技術者22コース、建築意匠設計技術者16コース、建築構造設計技術者18コース、建築施工管理技術者5コース
となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コースフローに関しましては、同様になりますので割愛させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
木造住宅設計技術者に関しましては、
住宅を設計するための基本として建築一般構造、法規のセミナーを計画しております。これから設計に携わられる方にお勧めします。
設備、環境、構造、CAD・プレゼン、申請関係と分野を分けて体系化しておりますので、
必要な分野を選択していただき体系的に受講することをお勧めします。
特に近年では、東海地震により構造的な分野において注目されております。
また、長期優良住宅においては、施主にも分かりやすい等級で設計され
構造の安定、省エネといったところで注目されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建築意匠設計技術者に関しましては、
建築の経験・専門知識がある方を対象とした体系を作成しております。
これから、建築意匠設計をされる方は、木造住宅設計技術者の一般構造、法規を受講の上
受講されることをお勧めします。
設備、建築工事・マネージメント、申請関係、CAD・プレゼン、構造診断と分野を分けて体系化しておりますので、
必要な分野を選択していただき体系的に受講することをお勧めします。
特に、最近では意匠設計者においても構造・診断における能力が求められてきています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建築構造設計技術者に関しましても、
建築の経験・専門知識がある方を対象とした体系を作成しております。
これから、建築構造設計をされる方は、木造住宅設計技術者の一般構造、法規を受講の上
受講されることをお勧めします。
木造、RC造、S造、と各構造体ごとのコースを設定しております。
また、近年では、パソコンによる計算になっているため計算経過を理解しきれず行われているケースもあり
できるだけ、内容を理解していただけるようなコース内容を考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建築施工管理技術者に関しましても、
建築の経験・専門知識がある方を対象とした体系を作成しております。
これから、建築施工管理をされる方は、木造住宅設計技術者の一般構造、法規を受講の上
受講されることをお勧めします。
仮設計画、積算・見積、工事管理・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ、CAD・プレゼン、調査・診断と分野を分けて体系化しておりますので、
必要な分野を選択していただき受講することをお勧めします。
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